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１ はじめに 

 一般に映画フィルムには 35mm4p や 70mm5p のも

のが使われている。大型映像とはフィルムサイズ

が 35mm4p のものの 2 倍以上のものをいう。最大の

フィルムは 70mm15p である。これは 35mm4p の約

10 倍の大きさであり，そのことは約 10 倍の情報

を含んでいることを意味する。すなわち，映像を

より細かく，より鮮明に映し出されるということ

である。要するに非常に高品位の映像を投影でき

るということである。したがって，このシステム

で撮影された自然，科学といった内容の作品は，

科学館・博物館での上映には，とてもふさわしい

ものである。 

 大型映像はそ

のフィルムサイ

ズが大きいこと

が特徴であるが，

投影するスクリ

ーンも大きい。

平面スクリーン

では，高さが約

22m（8 階建ての

ビルに相当）といった巨大なものがある。ドーム

型スクリーンでは，直径 30m という巨大なものが

ある。商業施設では平面スクリーン，科学館・博

物館ではドーム型スクリーンが使われることが多

い。これは，科学館・博物館ではプラネタリウム

との併用を行うことが多いためである。巨大なス

クリーン一杯に映像が映し出されると，観客には

スクリーンの端が見えず，映像の世界の中にいる

ような錯覚に陥る。また，迫力ある音響システム

により，臨場感あふれる映像と音の世界を体感す

ることができる。 

 このような臨場感あふれる映像と音であるので，

一つの作品が 2 時間程度の一般の映画と同様な上

映時間では，観客は疲れてしまう。そこで，大型

映像の作品の長さは，45 分が限度といわれている。 

 日本での大型映像登場は，1970 年の大阪・日本

万国博覧会である。富士通グループパビリオンの

マルチスライドでは，カナダのアイマックス社に

より初めて大型映像が上映された。70 ㎜ 15p のフ

ィルムを使った映画がマルチスライドで投影され，

音楽，照明効果を交えたショーとして脚光をあび

た。また，みどり館のアストロラマでは，五島光

学が直径 30m のドームスクリーンに 5 台の 70mm

映写機で立体映画を上映した。スクリーン裏には

515 個のスピーカーを配置し，臨場感あふれる音

を聞くことが出来た。そして 1985 年の筑波科学万

博以降，博覧会での上映に始まり，大型映像は広

く普及し始めた。（表１） 
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図１ 大型映像上映中の映像ホール
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２ 当館の全天周映像システム 

(１) 設置までの経緯 

平成2年10月の千葉県立現代産業科学館（仮称）

建築基本設計では，当館の設計の前提となる基本

的な性格に次の 5点を挙げている。 

(ア)産業に応用された科学技術を通して，科学技

術と人間のかかわりを易しく示す。 

(イ)科学技術との楽しいふれあいを図る。 

(ウ)最新の科学技術の動向を実物資料等で示す。 

(エ)産業及び科学技術に関する情報の提供及び解

説活動を行う。 

(オ)科学技術の進歩を示す資料の収集，保存活動

及び調査研究活動を行う。 

また，館の機能として，次の 8 つを挙げている。 

(ア)展示機能 

(イ)イベント機能 

(ウ)情報提供機能 

(エ)教育普及機能 

(オ)調査研究機能 

(カ)資料収集機能 

(キ)整理保存機能 

(ク)その他の機能

及び施設 

ａ 大型映像ホール 

ｂ 集会機能 

ｃ インテリジェント機能 

機能の（ク）a に大型映像が挙げてある。その

内容は「大型映像の特性を生かした，知的刺激に

満ちた臨場感あふれる全天周映像を行う。」とされ

ている。また，（イ）イベント機能では「展示及び

教育普及活動とともに館設立に趣旨に沿い，映像

ホールや企画展示室をはじめとして館内の各所で，

時代の進展に即応した知的刺激に満ちたイベント

を積極的に行う。」として，映像ホールの活用が述

べられている。このような基本設計に基づき，平

成 2年 12 月 10 日，千葉県立現代産業科学館（仮

称）全天周映像システム選定審査会において，全

天周映像システムの当館への設置が決定した。 

(２) 仕様 

当館が導入した全天周映像システムはオムニマ

ックス映像システムといい，カナダのアイマック

ス社が 1973 年に発表したシステムである。前述の

とおり，大型映像の投影システムは，アイマック

ス社と五島光学が開発していた。フィルムサイズ

の大きさ，映像の鮮明さ，臨場感，供給ソフトの

数の豊富さ，並びに様々な特許の保持などを総合

的に判断すると，オムニマックス映像システムの

方が優れていると考えられる。当初は平面スクリ

ーンへの投影システムをアイマックス，ドーム型

スクリーンへの投影システムをオムニマックスと

呼び区別していた。オムニマックスの名称は，現

在はアイマックス・ドームへ変更されている。そ

の仕様を表２に示す。映像ホール，スクリーン，

その他施設の仕様を表３に示す。 

(３) 契約 

建築工事の関係から，契約の締結は平成 4年度

に音響システム，平成 5 年度に映写システムを行

った。契約先はアイマックスジャパン株式会社，

契約の形態はリースである。オムニマックス，ア

イマックス映写システムの契約形態を，リースと

したのは，国内では当館を含め 4施設だけであっ

た。他の施設の契約形態は購入であった。 

(４) 入場料の設定 

 入場料は既にオムニマックスの上映をしている

博物館等を参考にして決定した。（表４） 

 

３ 上映作品と入場者数 

上映作品と入場者数を表 5 に示す。また，表 6

には入場者数の変化を示す。開館 1 年目の平成 6

年度は，開館期間が 9ヶ月半であった。開館期間

を 12 ヶ月に換算すると，約 82，000 人の入場者数

となる。開館初年度は話題性も手伝って，多くの

入場者を集めた。しかし，その後は多少のばらつ

きはあるものの，減少傾向が続いた。その理由と

して，館の入場料が無料であるのに対し，映像ホ

ールが有料であったこと，一般の映画ほど娯楽性

がなかったこと，館を見学に来た来館者には，約

50 分間映像ホールにいるのは長すぎること等を

挙げることができる。 

入場者数の多い上映作品を分析してみると，ま

ずは上映時期の影響を挙げられる。当然のことな

がら，大型連休や学校の長期休業中は，他の事業

との相乗効果も手伝って，入場者数は概して多い。

次に作品そのものの人気が挙げられる。題名があ

まり堅くないもの，一般映画に似た題名がある作

品，映像の動きがあまり激しくないもの，３Ｄ作

品等は，比較的入場者が多かった。「エンカウンタ

ー３Ｄ」は眼鏡をかけ，３次元立体の映像を見る

ことができた。「タイタニック」は大人気のハリウ

ッド映画と似た名前である。また，雄大な自然を

映し出す作品も人気であった。 

どの作品も，前年度に試写するなど，充分検討

したうえでの選定であるが，お客様の人気にはと

てもばらつきがあった。しかし，一度大型映像を

見てみると，その迫力，臨場感に魅せられ，何度

も訪れる方が多い。一方で，乗り物酔いと同じよ

うになってしまい，二度と来なくなる方もいた。 

「Ｈ-２ロケット上昇」は唯一購入した作品であ

る。「歴史の扉を開いた産業技術」は，当館の展示

のコンセプトである千葉県の基幹産業を中心に構

成した，当館製作のオリジナルフィルムである。 

 

図 2 映像ホール外観 
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上映時間は約５分である。「歴史の扉を開いた産業

技術」は川鉄（当時）の工場，千葉都市モノレー

ル，東京湾アクアライン建設風景等が映し出され，

大型映像としても迫力があり面白いと同時に，産

業・科学の観点から見てもとても貴重な資料であ

る。ＤＶＤ等，簡単に再生できるメディアに変換

して保存することが望ましいフィルムである。 

 

４ 日本大型映像協会への加入 

 日本大型映像協会は全国のフィルム系の大型映

像施設で組織される団体である。この協会は「わ

が国の大型映像施設（劇場）の運営環境改善およ

び大型映像に携わる関係者が共存共栄できる業界

環境を確立するため」に設立され，具体的テーマ

として(1)大型映像に対する社会的認知の向上，

(2)各大型映像施設の運営効率改善，(3)ソフトの

選定および配給制度の見直しと改善，(4)集客につ

ながるソフト不足への対応，(5)映写システムのト

ラブル対応とメンテナンス体制の確立を掲げてい

る。一人でも多くの人々に「ジャイアントスクリ

ーン」の素晴らしさを知ってもらうため，年に一

度，大型映像の全国大会「ＪＳＴＣ」（JAPAN SPACE 

THEATER CONVENTION）を開催し，２日間で新作 10

本以上を試写し，ソフト選定の場を提供している。

さらに会報の定期発刊やホームページの開設など

業界関係者から一般の映画ファンまで幅広く最新

の情報を提供してきている。大型映像を上映して

いる館との情報交換，ランプの安価な購入，「Ｊ

ＳＴＣ」での作品試写，シアター運営にあたって

のセミナー等，大型映像上映館にとっては有用な

協会である。映像機材供給会社，ソフト配給会社

も会員として加入しており，メンテナンス，ソフ

ト使用についての交渉もスムーズに進めることが

できた。表 7に日本大型映像協会加盟施設を示す。 

 

５ 平成 15 年度末の閉館 

 当館の映像ホールは平成１6年3月28日の上映

を最後に閉鎖した。映写機，音響機器をリース契

約で使用していたため，そのメンテナンス費用は

かなりの高額であった。また，フィルムは特殊な

形状であり，上映できるか館も少ないため，フィ

ルムのリース代金も高額であった。さらに前述の

とおり，入場者数も減少傾向にあったことも事実

である。これらが閉館の大きな理由であるが，当

時の鈴木道之助館長は，これだけの立派で当館の

売り物である施設が閉館することはないとの信念

のもと，存続に向けて多大な尽力をされた。平成

15 年 11 月 24 日には「スペースステーション」上

映とタイアップして，宇宙飛行士・若田光一氏の

講演会を大盛況のもとに開催することができた。

しかし千葉県全体の財政状況から判断し，平成 15

年 12 月の県

議会で，正式

に閉鎖するこ

とが決定した。 

平成16年5

月から，映写

機，音響シス

テムの撤去が

始まった。ス

クリーン裏の

狭いスペースから，スクリーンを傷めることなく

大きなスピーカーを運び出すことは，大変難しい

作業であった。また，映写機を 2階へ上げるエレ

ベーターを映写室の外へ運ぶにあたっても，壁面

のガラスをはずすなどの大掛かりな作業を行った。

これらの作業及び撤去物品のカナダへの輸送や産

業廃棄物としての処分には多額の費用が必要であ

った。 

 

６ 映像ホールスクリーンと座席の利用 

 当館の映像ホールのスクリーンは，大型映像の

みの利用を想定していたため，反射率 0.38 とプラ

ネタリウムの投影には適さない。また，直径 23ｍ

のドームであるので，普通のプロジェクターでは

充分な光量の投影ができない。しかし，このとこ

ろの映像投影機器の発達はめざましい。単独ある

いは複数のプロジェクターを使って，この大きな

ドームに充分な明るさで映像を映すことができる。

また，最近のプロジェクターには，プロジェクタ

ー内に様々な補正機能を備えるものがある。ドー

ム型スクリーンにコンテンツを映したときに起こ

る端の歪み，複数のプロジェクターで映像を組み

合わせる時の繋ぎ目，色合い等を調整，補正する。

デジタルコンテンツを使用する場合は，操作用コ

ンピュータで調整，補正することが一般的である

が，プロジェクターがその機能を備えている。し

たがって，様々なデジタルコンテンツを美しく映

すことが可能になってきた。 

 ３Ｄ映像のコンテンツは，従来はシルバースク

リーン等の高反射率のものを使う必要があった。

当館で上映した「エンカウンター３Ｄ」は映写機

が１台，スクリーンの反射率がよくないので，カ

ラーコードの方式で上映したものである。映像が

暗く，時折見づらい場面があったことは否めない。 

 

７ 国内の大型映像上映の動向 

 表１に示したように，つくば科学万博開催の

1985 年あたりから，国内では大型映像を上映する

施設が急増した。しかし，施設の維持管理費用，

上映フィルムリース費用は決して安いものではな

かった。近年の目覚しい IT 環境の整備・充実，映

図 3 撤去作業中の映写室 
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像技術の進歩，映像機

器の発展は，IMAX の大

型映像の素晴らしさに

匹敵するコンテンツの

供給を可能にした。専

門的に見れば IMAX の

大型映像の技術，フィ

ルムによる映像の素晴

らしさは変わらないも

のである。しかし一般

の人々にとっては，ハ

イビジョン映像，デジ

タル映像が身近で気軽

に見られる環境が整っ

たことや，大型テレビの普及により，IMAX が特別

なものとのイメージは薄れていったものと思われ

る。またシネコンプレックスによる映画館の増加，

ハリウッド映画のようなエンターテイナー作品が

無いことは，来館者を増やすことができない，む

しろ減少させた大きな理由となったと考えられる。

したがって，入場料収入に経営を頼る民間の施設

では，早い時期から上映を取りやめ，施設の撤去

を始めたり，別のシステムとの入れ替えを検討す

るところがあった。 

教育を目的とし，収支は度外視してきた公営の

施設でも，景気の悪化，税収の減少が顕著になっ

てきた頃から，施設の撤去を検討し，実際に実行

したところが増えてきた。最近では，平成 18 年 3

月末をもって，「敦賀きらめきみなと館」が閉館

した。敦賀きらめきみなと館は国内で 4館しかな

いアイマックス３Dシアターであった。平成 11 年

7 月・8 月に開催された「つるが・きらめきみなと

博 21」のエネルギー館の後利用のため，福井県敦

賀市の施設として同年 9 月にオープンした。わず

か 6 年半での閉館である。敦賀市には平成 11 年当

時映画館がなく，そのため 35 ㎜の一般映画の上映

も行っていた。その後市内にはシネマコンプレッ

クスがオープンし，敦賀きらめきみなと館では大

型映像の上映のみを行ってきた。 

ここ数年の大型映像上映終了施設を挙げると，

平成 12 年 10 月「足立区こども科学館」，平成 13

年 2 月「ナガシマスパーランド」，平成 14 年 2

月「東京 IMAX シアター」，平成 14 年 9 月「富士

通ドームシアター」，平成 15 年 11 月「穂高 IMAX

シアター」，平成 16 年 3 月「志摩スペイン村」，

平成 16 年 3 月当館，平成 18 年 3 月「敦賀きらめ

きみなと館」と続いた。足立こども科学館はプラ

ネタリウムを併用しており，大型映像の上映を終

了するだけであった。志摩スペイン村は IMAX のシ

ステム撤去後，設備を入れ替え，プロジェクター

によるデジタルコンテンツの上映を行っている。

投影サイズ，画質においては IMAX には及ばないが，

大型スクリーンに映し出される映像は，充分な迫

力を持つものである。デジタルコンテンツの上映

であるので，システムの小型化，操作室の縮小，

操作の簡素化，操作員の減員が可能となり，それ

による運営コストの削減が達成できた。他の施設

ではスクリーン，観客席を含むすべてを取り壊す

か，残ったスクリーン，客席をどのような後利用

とするかが課題となった。後者については各施設

で様々な対応をしているが，決して満足できる利

用をしているとは限らない。その一方で新たに上

映を開始したのは，平成 12 年 12 月「メルシャン

軽井沢 IMAX シアター」，平成 13 年 3 月「ユニバ

ーサルスタジオジャパン」，平成 14 年 4 月「メル

シャン品川 IMAX シアター」であり,すべて商業施

設である。平成 16 年 7 月には「大阪市立科学館」

のプラネタリウム「インフィニウム L－OSAKA」が

リニューアルオープンした。同じ施設を利用して

いる IMAX の大型映像上映に関るシステムも同時

に手直しが加えられ，この時期には珍しい，公営

施設のリニューアルとなった。ただし，プラネタ

リウムのリニューアルが主の目的であったと伺っ

ている。 

また，平成 15 年，前述の日本大型映像協会には，

35mm8p のドームシアターである「日本未来館」と

施設，設備の開発を行う「東京現像所」が加入し

た。現行の施設の有効利用，デジタル化への準備

が目的と思われる。 

国内の大型映像上映施設には公営のものが多い

ことを考えると，今後も大型映像の上映を終了す

る施設が出てくるものと思われる。新たに上映を

開始する施設はほとんどないと予想できるので，

日本では IMAX のシステムを使った大型映像上映

は徐々に先細りになるものと考えられる。日本の

アイマックスシアターを表 8に示す。 

 

８ 海外の大型映像上映の動向 

 IMAX のシアターは世界で約 260 館ある。中国，

インドでの増加が著しい。韓国では平成 17 年 12

月にソウルとインチョンの「CGV IMAX Theatre」，

インチョンの大型映像の上映が始まった。主流の

機種は３D である。欧米でも相変わらずの人気で

あるようだが，実際の状況については評価が分か

れるところである。英国・ロンドンのサイエンス

ミュージアムには IMAX のシステムが導入されて

いる。ここでは IMAX FAN CLUB をつくり，会

員が入場料の優遇を受けることができる。平成 17

年 12 月の視察では，開場前から入場を待つ人たち

の行列ができていた。人気を博する施設との印象

を受けたが，科学博物館の中での位置づけにおい

て，評価が分かれているとの見解があるようであ

図 4 サイエンスミュージアム

（ロンドン）の上映作品看板 
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る。フランス・パリにはラ・ヴィレット（科学都

市：科学博物館）に併設した「Geode」がある。ロ

ビーは大変きれいで，みやげにも工夫をこらして

いる。担当者によればとても人気が高い施設との

ことであった。ここはプラネタリウム，講演にも

利用され，ラ・ヴィレットの科学都市としての機

能の充実に，大きな役割を果たしている。 

 平成 17 年 9 月，大阪のサントリーミュージアム

「天保山」を会場に，GSTA（The Giant Screen 

Theatre Association）の世界大会の大阪大会が開

催される予定であった。参加者募集も始まってい

たところ，急遽，会場が米国のボストン科学館へ

と変更になった。GSTA とは大型映像上映シアター

が会員の中心の世界的な組織である。毎年 9月の

大会では，多くの新作が発表され，日本ではその

動向を受けての

フィルム供給，

上映が行われて

きた。GSTA は生

涯学習における

大型映像の役割

を軸に据えた団

体であるので，

商業施設よりも

博物館での大型

映像の普及に力

を入れてきたといってよい。しかし,ここ数年は新

作の発表が少なく，平成 16 年のモントリオール大

会では参加者が予想を下回り，運営が赤字となっ

てしまった。さらに大阪大会への参加希望者があ

まりに少なく，欧米での開催へ変更となったよう

である。大型映像上映施設の増加はむしろ商業館

の増加であり，作品も以前とは変わってきている。

大型映像の世界的規模の団体には GSTA の他に

LFCA（Large Format Cinema Association）がある。

LFCA は若干商業的な色彩が強い。こちらの活動が

活発であることから，大型映像は商業的な要素が

強まっている様相を呈し始めている。また,IMAX

社は「スペース・ステーション」等の科学的な素

晴らしい作品を制作し供給してきたが，最近では

35 ㎜でつくられた映画を大型映像用に加工する

DMR という技術を開発した。好評を博したハリウ

ッド映画等を大型映像化し，一般の映画館と同じ

作品を大型映像で上映できるようにしつつある。

大型映像が徐々に商業館向けになりつつある。 

 

９ 当館の映像ホールの利用 

 当館の映像ホール（現サイエンスドーム）には，

大型映像上映時に使用したホール，スクリーン，

座席，ホール内照明が残っている。投影装置，音

響設備が撤去されたので，新たな投影装置として

プロジェクター2 台（ホール中央），音響設備と

してスピーカー4 台（前部）を設置した。音響ソ

ースとして CD,MD,有線マイク 6本，ワイヤレスマ

イク 2系統，映像ソースとして VHS，DVD，パソコ

ン画像，ビデオカメラの画像を取り込めるように

した。 

 講演会，音楽会等が開催できるよう，ステージ

を設置し，ステージ上には 4基のスポットライト

を配置した。しかし，平成 17 年度，18 年度のサ

イエンスドームの稼動率は，講演会，音楽会，映

画上映，研究発表等，日数にして 10%程度である。

今後もこれらの利用方法が考えられるが，稼働率

が大幅に上昇するとは考えられない。 

 稼働率を上げるには，全天周スクリーンの有効

活用が必要と考える。現行のプロジェクター利用

では，全天周スクリーンの一部（平面で約 500 イ

ンチ）に投影することが精一杯である。予算面で

の可否は別として，サイエンスドームの利用方法

を検討しなくてはならない。以下にその一例を示

す。 

(１) 準備 

ア スクリーンの清掃 

 設置後 10 年以上経過しているので，埃のために

黒ずんでいる。まずは清掃し，反射率を上げるこ

とが必要である。 

イ スクリーンの補修 

 大型映像用音響装置の撤去後，構造体に力学的

なアンバランスが生じたものと考えられる。その

結果，スクリーンの一部にへこみができている。

簡単な作業で補修できる。 

(２) 利用方法 

 パソコンに接続したプロジェクターを複数台設

置し，スクリーン全体に映像を投影する。プロジ

ェクターはより高輝度のものを利用する。レンズ

は通常のレンズを利用する。端のゆがみの補正は

パソコン，またはプロジェクターの内蔵機能を利

用する。 

 コンテンツはデジタル画像をパソコンから送出

する。画質の調整はパソコンで行う。複数台のプ

ロジェクターのつなぎ合わさる部分は，パソコン

での処理でまったくわからなくすることができる。 

 音響設備は無指向性のスピーカーを複数台，ホ

ール内に設置する。 

 プロジェクターもスピーカーも，この大きさの

ホールでの動作状況の確認は行っていないと思わ

れる。実際にデモンストレーションをしなければ，

どの程度の映像,音響となるかはわからない。設置

にあたっては，デモンストレーションの結果を基

に，その配置，台数等を設計することが必要にな

る。 

 操作は 1人で充分であるが，安全管理，入場者

図 5 ラ･ヴィレット（パリ）の Geode
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誘導等を考えると 2 人以上いることが望ましい。 

 機種の選定についてであるが，各メーカーがそ

れぞれに特色あるプロジェクター，スピーカーを

作製しているので，実際に当館のホールでデモン

ストレーションを行い，最適な機種を選択するこ

とが重要である。 

 

10 まとめ 

 当館が大型映像を上映した 10 年間は，社会情勢，

景気，IT 環境等が大きく変化した時期であった。

IMAX 社も大きく変動した時期であった。そのよう

な状況下での大型映像上映であったので，様々な

課題を解決しながらの運営が求められた。結果的

に上映が終了となり，ドーム型スクリーン，座席

が残った。その利用についても検討課題として，

今後色々な部署との折衝が必要となる。単なる広

いスペースではなく，スクリーン，音響効果の特

性を活かした利用が最適であると考える。デジタ

ルコンテンツの上映がフィルムの映画に劣らな

い技術が発達した現在，この技術の利用，導入を

検討することが重要であると考える。 
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表１ 日本における大型映像の歴史, 資料提供:シネマジャパン株式会社 

 

1970 年(昭和 47 年) 大阪万博＜EXPO'70＞でカナダのアイマックスが，70 ミリ 15 パーフォレー

ションという世界でも類をみない大型映像システムを富士グループ・パビ

リオンで初公開。 

71 年(昭和 46 年)  カナダのトロント，オンタリオ・プレースに最初の常設ＩＭＡＸシアター

が完成。 

1973 年(昭和 48 年) アイマックス社が，魚眼レンズで撮影・映写を行う半球型ドームスクリー

ンに投影する方式｢オムニックス｣を開発。米国カリフォルニア州 

1983 年(昭和 58 年) 三重県の長島スパランドにオムニマックスシアターがオープン。 

1984 年(昭和 59 年) 横浜の洋光台に横浜こども科学館・宇宙劇場がオープン。 

1985 年(昭和 60 年) つくば科学万博で富士通パビリオンで世界初の立体オムニマックス方式を

発表。上映作品｢ユニバース｣が大好評を博す。四国の松山に｢松山市総合コ

ミュニティセンター・コスモシアター｣がオープン。 

1986 年(昭和 61 年) カナダ・バンクーバー交通博で，ＩＭＡＸ－3Ｄシステム（映写機 2 台使用）

が紹介された。府中に五藤光学研究所の開発した，アストロビジョン・シ

アターがオープン（府中市郷土の森博物館） 

1987 年(昭和 62 年) シーニック航空会社日本支社が大型映像作品｢グランドキャニオン｣の日本

での配給を開始。埼玉県大宮市（現 さいたま市）にオムニックスシアター

（大宮市宇宙劇場）がオープン。 

1988 年(昭和 63 年) 大宮市宇宙劇場と横浜こども科学館で｢グランドキャニオン｣が上映され

る。八王子に 70 ミリ 8パーフォレーションの大型映像館（八王子市こども

科学館）がオープン。中部電力が浜岡原子力館オムニマックスシアターを

オープン。世田谷や浦和市にアストロビジョンシアターがオープン。 

1989 年(平成元年) 三重県松阪市に70ミリ8パーフォレーションの｢みえこどもの城｣がオープ

ン。神奈川県に湘南台文化センター70 ミリ 10 パーフォレーションがオー

プン。大阪市に70ミリ 15パーフォレーションの大阪市立科学館（直径26.5

メートルという世界最大級の巨大ドームスクリーン）がオープン。 

1990 年(平成 2 年) 大阪・花の万博の富士通パビリオンで初のドーム型フルカラー立体映像

IMAX-SOLIDO 方式が公開された。一方，三和みどり館では IMAX-MGIC CARPET

（現在フランスのパリの郊外にある大型映像テーマパーク｢フーチュロス

コープ｣に常設されている。）が登場。観客の正面と床面下（強化ガラス面

と通して眺める）の 2 面のスクリーンを用いた独特の浮遊感が人気を呼ぶ。

北九州にスペースワールドに世界最大級のスクリーンを持つアイマックス

シアターがオープン。東京都内（北区），福岡県久留米市及び宮城県仙台

市にアストロビジョンシアターがオープン。日立市や群馬県に 70 ミリ 8

パーフォレーションシアターがオープン。 

1991 年(平成 3 年) フロリダ州のユニバーサル・スタジオの新アトラクションとして｢バック・

トゥ・ザ・フューチャー…・・ザ・ライド｣が登場。大阪に 70 ミリ 10 パー

フォレーションのアストロビジョンシアターが 2 館オープン。東京葛飾区

に 70 ミリ 8パーフォレーションシアターオープン。堂ヶ島に学習研究社の

開発による 70 ミリ 8 パーフォレーションシアターもオープン。 
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1992 年(平成 4 年) セビリア万博・カナダ館で IMAX-HD システム（通常の IMAX で用いられる秒

24 コマの倍，秒 48 コマで撮影・映写を行うもの）が登場。千葉県に富士

通ドームシアター，名古屋に名古屋港水族館オーシャンシアターがオープ

ン。（いずれも 70 ミリ 15 パーフォレーション）。長崎市オランダ村に 70

ミリ 10 パーフォレーションの館がオープン。 豊橋市に豊橋自然史博物館

（70 ミリ 8パーフォレーション）な 

どがオープン。 

1993 年(平成 5 年) 所沢航空発祥記念館（70 ミリ 15 パーフォレーション），倉敷科学館（70

ミリ 10 パーフォレーション），八景島シーパラダイス（70 ミリ 8 パーフ

ォレーション）などがオープン。 

1994 年(平成 6 年) IMAX シミュレーター・ライド方式の 2 号機がドイツに登場。70 ミリ 15 パ

ーフォレーション館（大阪：サントリーミュージアム，佐世保：西海パー

ルシーセンター，東京：足立区こども科学館，志摩スペイン村カンブロン

劇場，千葉県市川市：千葉県立現代産業科学館）がオープン。70 ミリ 10

パーフォーレン館（ベネッセ・スタードーム，すみだ生涯学習センター，

マリーナシティ和歌山館）などオープン。70 ミリ 8 パーフォーレン館（秋

田ふるさと村，ソフィア堺プラネタリウム，みかぼみらい館）などがオー

プン。 

1995 年(平成 7 年) 五藤光学研究所がウルトラ 70 システムを相模原市（相模原市博物館）に導

入。長野県穗高にアイマックスシアターがオープン。香川県にアストロビ

ジョンシアター（さぬきこどもの国）がオープン。 

1996 年(平成 8 年) 世界都市博が中止。日立グループ館において公開される予定で開発が進め

られていた史上最強の映像システムが幻として終わった。新宿高島屋 12

階にソニーグループが東京アイマックスシアターをオープン。福島県会津

若松に五藤光学がウルトラ 702 号機を導入（山田プラザ）。 

1997 年(平成 9 年) 長崎市科学館（70 ミリ 8 パーフォーレン）。大崎生涯学習センター及び仙

台市子供宇宙科学館（70 ミリ 10 パーフォーレン）がオープン。 

1998 年(平成 10 年) ラスベガスのシーザーホテルに，6軸駆動 27 人乗りのモーションライドシ

ステム｢レース・フォー・アトランティス｣がオープン。山梨県立科学館（70

ミリ 10 パーフォーレン），サッポロ・パラマウントユニバーサル・シネマ

11（IMAX）がオープン。 

1999 年(平成 11 年) 青森県白神山地ビジターセンター(IMAX)がオープン。 
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表２「千葉県立現代産業科学館」映像ホール OMNIMAX（15kW）仕様書 

 

オムニマックス 15kw 水冷式映写システム 

映写機  

 フィルム送り方式 アバチャー部フィルム固定ピン付き，水平ローリング・

ループ式 

 フィルム 70mm エスターベース映画用プリント（ANSI 標準 PH22．

119・19S1） 

パーフォレーション・ピッチ 4.75mm（0.1870in） 

 形式 48.5×69.6mm（1.96in×2.74in），24 コマ/秒 

15 パーフォレーション 

 フィルムの安定度 通常，映写画面の揺れが上下左右方向で 0.04％以内 

 シャッター ローター一体型シャッター，ダブル・シャッター，イメ

ージ回数 48Hz，光透過率 68％ 

 投光システム 15kw キセノン・ショート・アーク・ランプを使用した光

源ランプハウス。 

ランプ電極と 2 枚の光線屈折用静電防止コーティング式

コールドミラーへの水冷，及び他部への付加空冷装置付。

 レンズ C430，180 度魚眼レンズ 13 枚構成レンズ。12.8，焦点距

離 29mmOMNIMAX○R用特別設計仕様。水平映写角度 180 度，

垂直映写角度 125 度。 

 フィルム・クリーニング フィルムが騒動部へ入るとき，吸引ファン付回転ブラシ

によって常時フィルム面のごみを除去。 

 音響システム・インターフェー

ス 

同期運転送信機をフィルムと音の同期のために持つ。 

 寸法/重量 幅約 1，300mm（51in），長さ約 1，930mm（76in），高さ約

1，630mm（64in，ランプハウスを含む）。重量 900 ㎏（2，

000 ポンド） 

リール・ユニット  

 リール装置は 2 組の直径 1，220mm（48in）の水平型送りリールと巻き取りリールを持つ。各

1 組のリールは，24FPS で最長 60 分のフィルム[6，170ｍ（20，250ft）]を収納できる。2 組

リールを交互に使用して，映写と巻き戻しが同時に可能。制御装置はリール・ユニットの本

体にマウントされる。 

 寸法/重量 幅約 3，300mm（122in），長さ約 1，630mm（64in），高さ

約 1，520mm（60in）。 

システム制御コンソール  

 映写機と補助装置の操作は自立床置型コンソールの押しボタン・パネルにより制御。安全表

示ランプはランプ，冷却システム及び電源供給装置を監視制御し，危険な操作状況が発見さ

れたときランプ，装置とも自動的に切断する。 

リモート･コントロール･ステーシ

ョン 

 

 リモート･コントロール･ステーションはフィールド・レンズ・チェンジ，リモート・レンズ・

フォーカス及びリモート・ランプ・フォーカスを備え，シアター内の適切な位置に設置。 

エレクトリカル/クーラント・ 

コンディショニング・ユニット 

 

 密閉型蒸留水システム，タービン・ポンプ，フィルター，脱イオン装置，熱交換器，流量・

圧力・温度レベルメーターから成る。電装部はモーター・スターター・リレー及びインター

ロック装置。 

 寸法/重量 幅約 1，450mm（57in），奥行約 610mm（24in），高さ約 1，

830mm（72in），重量 680 ㎏（1，500 ポンド）。 
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整流器  

 450A，15kW 出力，内蔵冷却ファン，室内への放熱量は約 6kW 

 寸法/重量 幅約 3，300mm（122in），長さ約 560mm（22in），高さ約 860mm

（34in），重量 900kg（2，000 ポンド）。 

エアーコンプレッサー  

 10 馬力（7kW）エアーコンプレッサー，空気容量 39cfm（18L/秒）；送圧 90～115psi（600～

800kPa）。室内への放熱量は約 7kW。 

 寸法/重量 幅約 1，100mm（44in），長さ約 530mm（21in），高さ約 760mm

（30in），重量 180kg（400 ポンド）。 

エレベーター及び映写ポート  

 映写機は電動エレベーターによって劇場内の映写位置へ移動し，自動映写レンズポート開閉

機を備える。フレキシブルな電源，空気，水と排気の接続によって必要なサービス映写機へ

供給する。 

変圧器  

 36kVA の電圧調整絶縁トランスが，順次他の機器へも電源を送っているエレクトリカル/クー

ラント・コンディショニング・ユニットに電源を供給する。（整流器とエアー・コンプレッ

サーは直接劇場の供給電圧で動作する。） 

 寸法/重量 幅約 600mm（24in），長さ約 600mm（24in），高さ約 760mm

（30in），重量 180kg（400 ポンド）。 

映写室内の装備品（一式）  

 提供される基本装備品一式には下記のものが含まれる。 

 15kW キセノン・ランプ 2 本（1 本はランプハウス内，1 本は予備），70mm スプライサー1 台，

手動巻き戻し機，安全器具，その他。 

電気標準仕様  

 映写システムは，可能な限り CSA（Canadian Standards Association）の仕様に基づいて製

作され，CSA もしくは UL（Underwriters’Laboratories）が認可した部品を使用する。検査

及び認可は CSA によって特別に承認された添付ラベルによって確認される。 

 

音響システム 

音源  

 映写機と連動した操作も独立した操作も可能な LX-2 音声テープ・インターロック・ユニッ

トを備えたリール式テープ・レコーダー上で，毎秒 7.5 インチ回転する 8 トラック，1/2 イ

ンチ（12.7mm）の磁気テープとする。テープリール容量は，10-1/2 インチ NAB（アメリカ放

送事業連盟規格）。 

電子装置  

 各チャンネルに付 1/3 オクターブのイコライザー，各チャンネルに付最低４つのパワー・ア

ンプ，アンプ及びラウドスピーカー付サブ・ベース・チャンネル，入力源を選び，マスター

及びリモート・シアター・レベルのコントロールを行うための制御切換装置を含む。6 つの

個別の出力チャンネル，総合サブ・ベース出力，映写室のモニター・システムに対する総合

全域周波数出力又は個別のチャンネル出力，映写室モニター・アンプ及びラウンド・スピー

カー並びに，システムの各要素を相互に連結し，構成に変化を加え，様々なシステムの要素

を別々にテストするジャック・パネルも備えている。 

付属品  

 ・ 2 トラック・カセットテープ・プレーヤー及びコンパクト・ディスク・プレーヤー

を使用する休憩時間のプログラム入力。 

・ シアターの前方と映写室に 1 本ずつ，肉声の入力のための計 2 本のマイクロフォン。

・ シアター前方マイクのための接続盤を持ったマイク・ミキサー。 

・ 映写室に，客室に於ける音響効果をモニターするためのモニター機。 

・ ロビーの音響システムとして音源及び制御装置，又シアター入口に音声入力用のマ

イクロフォン 1 本。 
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・ 映写室，シアター内の案内係の位置及びロビーの間のインターコム設備。 

変圧器  

 36kVA の電圧調整絶縁トランスが音響システムに電源を供給する。 

 寸法/重量 幅約 600mm（24in），長さ約 600mm（24in），高さ約 760mm

（30in），重量 180kg（400 ポンド）。 

性能  

 ３（システム試運転と映写技師トレーニングの項）と他のアイマックス設計条件に従って建

設された劇場で使用されるとき，音響システムは以下の性能を持つ。 

・ 約 300Hz から 8Hz までの帯域のピンク・ノイズの入力を使用して，観客席中央に近

い 5 地点で平均して，最低 100 デシベルを出力することができる。 

・ 観客席中央で測定して，80kHz から 2kHz までは±3 デシベルのフラットな周波数対

応であり，2kHz から 12.5kHz まで 1 オクターブに付約－3 デシベル（ISO/SMPTE 基

準）のスムースなロールオフ。サブ・ベース・システムは 20Hz から 80Hz のレンジ

で作動し，周波数対応は，±5 デシベルである。 

・ 将来の建築規制を考慮して，観客席一帯の音圧レベルは，できる限り同一であるよ

うにする。目標値は，チャンネル 2，3，4，6 については±3デシベル，チャンネル

1，5 については±6 デシベルとする。 
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表３ 映像ホールの仕様 

 

建築面積 602 ㎡（映像ホール：377 ㎡，映写室・ホワイエ：225 ㎡） 

座席数 296（車椅子用 2 席を含む） 

スクリーン ・ アメリカスピッツ社製 

・ 半球面投影型（前傾 30 度の傾斜式球面スクリーン） 

・ 直径 23m，面積 830 ㎡（実際の投影面積はその約 83%で 689 ㎡） 

・ 表面仕上げ スピッツスターダスト 反射率 0.38 開口率 23% 

 

 

 

表４ 他館の映像ホール入場料 

 

映像ホール入場料（ ）は団体  

施設名 
大人 中人 

(高校・

大学生)

小人

(小・ 

中学生)

幼児 

(4 歳 

以上) 

入館料 

(大人

料金) 

備考 

横浜こども科学館 

（ドーム直径 23m） 

600 円 

（540）

600 円 

（540）

300 円 

（240）

300 円 

（240）

400 円 3 歳以下でも

席を占めれば

有料（300円）。

大阪市立科学館 

（同） 

600 円 

（480）

450 円 

（360）

300 円 

（240）

300 円 400 円 幼児は席を占

めれば有料。

大宮市情報分化セン

ター 

（同） 

600 円 

（540）

600 円 

（540）

300 円 

（240）

300 円 無料 展 示 施 設 な

し。 団体 30

名以上前日ま

で予約。 

鹿児島市立科学館 

（同） 

500 円 

（400）

500 円 

（400）

200 円 

（160）

200 円 400 円 未就学児は無

料。ただし座

席占有なら有

料。 

松山コミュニティー 

センター 

（同） 

400 円 

（360）

400 円 

（360）

200 円 

（180）

200 円 

（180）

無料 展 示 施 設 な

し。 団体 30

名～50 名は 1

割引。 

オ
ム
ニ
マ
ッ
ク
ス 

長島温泉オムニマッ

クス 

劇場 

（同） 

500 円 500 円 500 円  1，600

円 

(平日) 

遊 園 地 施 設

入館料 1900

円（休日）。 

富士通ドームシアタ

ー 

（同 立体映像） 

1，200

円 

(1，000)

800 円 

(700 

高校) 

600 円 

（350）

適さな

い 

無料 富士通のＰＲ

館。平日のみ

上映。昨年(平

成 4 年)11 月 

オープン。 
そ
の
他 所沢航空発祥記念館 

（平面型スクリーン 

 15ｍ×20m） 

600 円 

（480）

600 円 

（480）

300 円 

（240）

200 円 

（160）

500 円 今年（平成 5

年)4 月開館。

団体は 20 名 

以上。 

 

 



当館における大型映像の足跡と今後 

－ 35 － 

表５ 上映作品と入場者数 入場者数には後日若干の訂正があったものも含まれている 

 

年

度 
 

上映作品名 

（通常上映作品のほとんどが，

当館オリジナル作品「歴史の扉

を開いた産業技術」と同時上

映。） 

上映回数 入場者数 
1 回あたり

入場者数 

６ 通常上映 グランドキャニオン 

ディスカバラ―ズ 

資料なし 65，213 

通常上映 ドリーム・イズ・アライブ， 

天までとどけ，オン･ザ･ウィン

グ 

575

773

33，526 

29，761 

58

39

夏休み大型映像 

フェスティバル 

ナイアガラ 

スピード 

シークレット・オブ・ライフ 

12

12

12

1，901 

1，578 

973 

158

132

81

７ 

秋の大型映像 

フェスティバル 

タイタニック 

ツー・ザ・リミット 

マウンテンゴリラ 

12

12

12

756 

969 

345 

63

81

29

通常上映 ツー・ザ・リミット 

ジャーニー・インサイド 

スピード 

リビング・シー 

303

288

279

554

9，942 

13，170 

8，401 

30，704 

33

46

30

55

８ 

夏休み大型映像 

フェスティバル 

ディスティニ―・イン・スペー

ス 

ザイオン・キャニオン 

アフリカ・セレンゲティ 

12

12

12

1，193 

1，320 

1，150 

99

110

96

通常上映 スペシャルエフェクト 

コズミックボヤージュ 

愛と勇気の翼 

ストームチェイサー 

278

260

428

405

17，999 

8，099 

18，685 

11，151 

65

31

44

28

９ 

夏休み大型映像 

フェスティバル 

 

ブループラネット 

南極大陸 

リングオブファイヤー 

12

12

12

680 

1，089 

845 

57

91

70

通常上映 アラスカ 

アフリカ・セレンゲティ 

ミール 

アマゾン 

ピリアロハ， 

536

260

277

187

194

18，197 

8，483 

12，409 

9，903 

3，539 

34

33

45

53

18

10 

夏休み大型映像 

フェスティバル 

 

タイタニック 

マジック・オブ・フライト 

リビング・シー 

12

12

12

1，511 

1，377 

1，007 

126

115

34

通常上映 エベレスト 

ミステリーズ・オブ・エジプト

長江 

H-2 ロケット上昇，L5 

743

268

220

180

32，828 

11，547 

9，856 

2，908 

44

43

45

16

11 

ゴールデンウィーク 

大型映像を親子で 

楽しもう 

ナイアガラ 

スーパースピードウェイ 

フライヤーズ 

4

4

4

262 

318 

448 

66

80

112
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 夏休み大型映像 

フェスティバル 

ザイオンキャニオン 

スーパースピードウェイ 

南極大陸 

18

18

18

849 

1，086 

1，199 

47

60

67

通常上映 エンカウンター3D 

いのち・地球・大移動 

フライングドリーム 

ソーラーマックス 

スリルライド 

313

275

266

330

209

16，025 

10，906 

12，734 

8，402 

6，447 

51

40

48

26

31

ゴールデンウィーク 

大型映像を親子で 

楽しもう 

グランドキャニオン 

老人と海 

エベレスト 

8

8

8

411 

471 

302 

51

59

38

12 

夏休み大型映像 

フェスティバル 

愛と勇気の翼 

グレートバリアリーフ 

12

12

670 

1，080 

56

90

通常上映 水と人間 

ドルフィン 

マイケルジョーダン・トゥ・ザ・

マックス 

T-REX 

グレートノース 

282

336

297

261

186

6，571 

16，124 

7，416 

 

11，052 

3，024 

23

48

46

42

16

ゴールデンウィーク

大型映像 

フェスティバル 

エイリアンアドベンチャー 

エンカウンター３D 

8

24

643 

2，965 

80

124

県民の日 エンカウンター３D 上に含む 上に含む 上に含む

13 

夏休み大型映像 

フェスティバル 

エベレスト 

エンカウンター３D 

14

上に含む

640 

上に含む 

46

上に含む

通常 

上映 

オーシャンオアシス 

パンダアドベンチャー 

エンカウンター３D 

T-REX 

グランドキャニオン 

140

434

290

218

280

5，453 

11，969 

13，506 

12，116 

8，501 

39

28

47

56

30

ゴールデンウィーク

大型映像 

フェスティバル 

ロストワールド 

サイバーワールド 

マジック・オブ・フライト 

9

9

9

593 

547 

656 

66

61

73

県民の日 エベレスト 3 621 207

14 

夏休み大型映像 

フェスティバル 

ワイルドカリフォルニア 

ミステリーズ・オブ・エジプス

16

16

390 

1，045 

24

65

通常上映 スペース・ステーション

スペシャル・エフェクト

サンタ vs.スノーマン

エンカウンター3D

652

325

167

58

16，453 

11，832 

6，703 

4，790 

25

36

40

82

ゴールデンウィーク

大型映像 

フェスティバル 

エンカウンター3D

エイリアンアドベンチャー

上に含む

13

上に含む 

541 

上に含む

42

県民の日 リビングシー 下に含む 下に含む 下に含む

15 

夏休み大型映像 

フェスティバル 

エンカウンター3D

リビングシー

ヒューマンボディー

上に含む

24

21

上に含む 

2，075 

458 

上に含む

87

22
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入場者数の変化

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

開館からの年数

入
場
者
数

秋の大型映像まつり エンカウンター3D

スピード

シャクルトン奇跡の生還，

上に含む

20

21

上に含む 

771 

443 

上に含む

39

21

 

ザ・ファイナル 

フェスティバル 

エンカウンター3D

エベレスト

ミステリーズ・オブ。エジプト

愛と勇気の翼

海底火山の謎

グランドキャニオン

向井千秋の SOS プラネット

森の伝説

上に含む

8

8

8

12

12

3

3

上に含む 

595 

663 

338 

1，241 

1，400 

226 

495 

上に含む

74

83

42

103

117

75

165

 

 

 

 

表６ 入場者数の変化 
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表 7 日本大型映像協会加盟施設（平成 18 年 4 月 1 日現在） 

 

北海道昆布館／イマジカドーム（七飯町） 

北海道立オホーツク流氷科学センター（北海道紋別市） 

白神山地ビジターセンター／映像体験ホール（西目屋村） 

仙台市こども宇宙館／宇宙劇場 (仙台市) 

大崎生涯学習センター／パレット大崎（古川市） 

河北町総合交流センターサハトべに花／全天周劇場（河北町） 

日本科学未来館（江東区） 

多摩六都科学館／サイエンスエッグ （田無市） 

メルシャン品川アイマックスシアター（品川区） 

日立シビックセンター／天球劇場（日立市） 

ぐんまこどもの国児童館 (太田市) 

向井千秋記念子ども科学館（館林市） 

所沢航空発祥記念館／エクスペリエンスシアター（所沢市） 

さいたま市宇宙劇場（さいたま市） 

さいたま市青少年宇宙科学館／宇宙劇場（さいたま市） 

湘南台文化センター こども館／宇宙劇場（藤沢市） 

相模原市立博物館（相模原市） 

山梨県立科学館／スペースシアター（甲府市） 

メルシャン軽井沢アイマックスシアター（軽井沢町） 

福井県児童科学館／スペースシアター（春江町） 

浜岡原子力館／オムニマックスシアター（浜岡町） 

名古屋港水族館／オーシャンシアター（名古屋市） 

みえこどもの城（松坂市） 

サントリーミュージアム［天保山］／アイマックスシアター（大阪市） 

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン（大阪市） 

堺教育文化センター＜ソフィア堺＞（堺市） 

すばるホール（富田林市） 

わかやま館（和歌山市） 

三瓶自然館フィールドミュージアムセンター（大田市） 

倉敷科学センター（倉敷市） 

瀬戸大橋記念館（坂出市） 

さぬきこどもの国（香南町） 

スペースワールド／ギャラクシーシアター（北九州市） 

福岡県青少年科学館／コスモシアター（久留米市） 

西海パールシーセンター／アイマックスドームシアター (佐世保市) 

長崎市科学館／スペースシアター（長崎市） 

屋久島環境文化村センター（熊毛郡上屋久町） 

鹿児島市立科学館（鹿児島市） 

出水市ツル博物館 クレインパークいずみ（出水市） 
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表８ 日本のアイマックスシアター（平成 18 年 4 月 1 日現在） 

 

白神山地ビジターセンター 

方式：IMAX-2D スクリーンサイズ：H15m×W20m 客席数：195 

所沢航空発祥記念館 

方式：IMAX-2D スクリーンサイズ：H15m×W20m 客席数：204 

さいたま市 宇宙劇場 

 方式：IMAX-DOME ドーム径：23m 傾斜角：28.75 度 客席数：195 

メルシャン軽井沢アイマックスシアター 

 方式：IMAX-3D スクリーンサイズ：H16.1m×W21.8m 客席数：258 

メルシャン品川アイマックスシアター 

 方式：IMAX-3D スクリーンサイズ：H16.1m×W21.8m 客席数：271 

浜岡原子力館 

 方式：IMAX-DOME ドーム径：18m 傾斜角：27 度 客席数：160 

名古屋港水族館 

方式：IMAX-2D スクリーンサイズ：H17m×W22m 客席数：308 

サントリーミュージアム天保山 

方式：IMAX-3D スクリーンサイズ：H20.2m×W27.6m 客席数：2D・448 3D・412 

大阪市立科学館 

方式：IMAX-DOME ドーム径：26.5m 傾斜角：20 度 客席数：318 

ユニバーサルスタジオジャパン 

方式：IMAX-DOME ドーム径：24m（特殊形状）/2 アトラクション 客席数：96/アトラク

ション 

スペースワールドギャラクシーシアター 

方式：IMAX-2D スクリーンサイズ：H21m×W28m 客席数：606 

西海パールシーリゾート 

方式：IMAX-DOME ドーム径：18m 傾斜角：30 度 客席数：156 

鹿児島市こども科学館 

方式：IMAX-DOME ドーム径：23m 傾斜角：30 度 客席数：286 

 


